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珈鑢魃瘍εぽ亥飩癸黎晰囃
詈
儘
改
革
修
正
協
議
が
決
着

わ
が
党
と
民
主
党
、
公
明
党
の
３
党
間
で
行
わ
れ
て
き
た
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革

の
修
正
協
議
が
６
月
１５
日
、
ま
と
ま
つ
た
。
民
主
党
は
わ
が
党
が
示
し
た

「社
会
保
障
制

度
改
革
基
本
法
案
」
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
た
。
こ
れ
は
先
の
総
選
挙
で
同
党
が
掲
げ
た

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
根
幹
部
分
が
事
実
上
撤
回
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
景

気
対
策
の
た
め
の
条
項
を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
で
も
合
意
し
た
。

景
気
対
策
条
項
な
ど
追
加

社会保障税一体改革特別委員会

‐ 三 種 郵 使 物 認 つ 由凸

わ
が
党
の
社
会
保
障
の
考
え
方

民
主
党
が
全
面
的
に
受
け
入
れ

合

意

の

最

大

の

ポ

イ

ン

ト

は
、
民
主
党
が
わ
が
党
の

「社

会
保
障
制
度
改
革
基
本
法
案
」

へ
の

賛

成

を

表

明

し

た

こ

と

だ
。
名
称
を

「社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
案
」
に
変
更
す
る

ほ
か
、
当
初
案
の
表

現
に
一
部
修
正
を
加

え
る
も
の
の
、
内
容

的
に
は
、
わ
が
党
の

考
え
方
を
全
面
的
に

受
け
入
れ
た
。

同
法
案
は
社
会
保

障
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し

て

「自
助
、
共
助
、
公
助
の

バ
ラ
ン
ス
に
留
意
す
る
」

「社

会
保
険
制
度
を
基
本
と
す
る
」

な
ど
を
明
記
。
こ
の
結
果
、
保

険
料
を
払
わ
な
い
人
に
も

一
律

で
年
金
を
支
給
す
る
最
低
保
障

年
金
制
度
は
明
確
に
否
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
民
主
党
の

マ
ニ
フ

ェ

ス
ト

政

策

が

盛

り

込

ま

れ

た

「社
会
保
障

・
税

一
体
改
革
大

綱
」

（
今
年
２
月
閣
議
決
定
）

に

つ
い
て
も
、

パ
同
大
綱
な
ど

の
）
方
針
に
か
か
わ
ら
ず
、
幅

広
い
観
点
に
た

っ
て
行
う
」
と

し
て
、
事
実
上
の
撤
回
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。

わ
が
党
政
権
時
代
、
同
党
が

こ
と
こ
と
く
社
会
保
障
政
策
に

反
対
し
た
た
め
、
わ
が
党
が
進

め
て
き
た
高
齢
社
会
に
対
応
す

る
た
め
の
改
革
が
止
ま

っ
て
し

ま

っ
た
が
、
今

回
の
合
意
に
よ

り
、
よ
う
や
く
地
に
足
の
着
い

た
現
実
的
な
議
論
が
で
き
る
素

地
が
で
き
た
と
い
え
る
。

同
法
案
は
民
主
党
と
共
同
で

国
会
提
出
し
、
政
府
が
提
出
し

て
い
る
社
会
保
障

・
税

一
体
改

革
関
連
法
案
と
同
時
に
成
立
す

る
見
通
し
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
保
障
分
野

で
は
現
場
に
混
乱
を
引
き
起
こ

し

か

ね

な

い

「
総

合

こ
ど

も

園
」
制
度
の
創
設
を
断
念
さ
せ

た
ほ
か
、
わ
が
党
が
委
員
会
審

議
で

「
バ
ラ

マ
キ
政
策
」
と
批

判
し
て
き
た
低
所
得
者
等

へ
の

年
金
加
算
規
定
を
削
除
。
こ
れ

に
代
わ

っ
て
福
祉
的
な
給
付
措

置
を
講
ず
る
こ
と
で
合
意
し
ヽ

税
制
分
野
で
は
税
率
が
８
％

の
段
階
で
低
所
得
者
対
策
と
し

て

「簡
素
な
給
付
措
置
」
を
行

う
こ
と
を
決
め
た
ほ
か
、
中
小

企
業
が
税
率
引
き
上
げ
分
を
円

滑
、
適
正
に
価
格
転
嫁
で
き
る

よ
う
、
独
占
禁
止
法
な
ど
の
立

法
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
明
記

す
る
。
ま
た
、
成
長
戦
略
や
事

前
防
災

・
減
災
対
策
な
ど
、
景

気
対
策
に
資
金
を
重
点
的
に
配

分
す
る
条
項
を
新
た
に
盛
り
込

む
こ
と
で

一
致
し
た
。

わ
が
党
は
消
員
税
の
引
き
上

げ
に

つ
い
て
、
平
成
２‐
年
の
総

選
挙
か
ら
必
要
性
を
訴
え
て
き

た
。
そ
れ
は
基
礎
年

金
の
国
庫
負
担
割
合

の
２
分
の
１

へ
の
引

き
上
げ
や
、
高
齢
社

会
の
進
行
に
よ
り
年

１
兆
円
以
上
の
ペ
ー

ス
で
増
大
す
る
社
会

保
障
員
に
対
応
す
る
た
め
に
避

け
て
通
れ
な
い
と
判
断
し
た
か

ら
だ
。

し
か
し
、
政
策
的
に
協
力
す

る
か
ら
と
い

っ
て
民
主
党
政
権

そ
の
も
の
を
認
め
る
わ
け
で
は

な
い
。
特
に
今
回
の
合
意
で
同

党
が

「国
民
と
の
契
約
」
と
豪

語
し
た

マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
否
定

し
た
意
味
は
大
き
い
。
自
ら
の

議
席
の
根
拠
を
な
く
し
た
議
員

が
長
く
そ
の
座
に
い
ら
れ
る
の

か
っ

谷

垣

禎

一
総

裁

が

「
早

晩
、
解
散

・
総
選
挙
は
避
け
ら

れ
な
い
」
と
す
る
理
由
も
こ
こ

に
あ
る
。

3党合意のポイン ト

社
会
保
障
基
本
法
関
係

◆「社会保障制度改革基本法案」の名称を「社会保障制

度改革推進法案」に修正。今国会で成立させる

0社会保障制度改革は、「自助・共助・公助のバランスに

留意」など、わが党の考え方に沿つて行うことを明記

◆年金、医療、介護は社会保険制度を基本とする

◆社会保障国民会議を設置し、1年以内に、この法律の基

本方針に沿つて必要な事項を審議する

0同会議の審議は、今年2月 に閣議決定した「社会保

障 。税一体改革大綱」などの方針にかかわらず、幅広
い観点に立つて行う

その
他
の
社
会
保
障
分
野

◆政府が提案した「総合こども園」の創設は行わず、現

行の「認定こども園法」を拡充

◆低所得者等への年金加算の規定を削除。これに代つて

福祉的な給付措置を講ずる

税
制
分
野

◆消費税8%の段階で簡素な給付措置を実施。その内容

は真に配慮が必要な低所得者を対象にした措置が行わ

れるよう具体化を検討

◆円滑、適正な消費税の転嫁を行うため、独占禁止法のほ
か、下請法の特例に関する立法措置を請ずる

◆景気条項として「成長戦略や事前防災・減災対策等に資

する分野に資金を重点的に配分する」旨の規定を追加
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